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「
木
は
話
を
し
な
い
。
し
か
し
、
大
き

な
木
の
下
に
立
つ
と
、
大
き
な
何
か
に

語
り
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
。」

　

大
き
く
枝
を
広
げ
、
私
た
ち
を
包
み

込
む
「
巨
木
」
数
百
年
の
年
輪
を
刻
み
、

人
々
の
暮
ら
し
を
見
続
け
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
人
々
が
集
い
、
時
に
は
一
人
で

風
雨
に
立
ち
向
か
う
。
今
回
は
、
町
内

に
立
つ
巨
木
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
生

活
、
環
境
、
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
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い
わ
き
い
し
か
わ
駅

今出川今出川今出川今出川今出川今出川今出川今出川今出川今出川今出川今出川出今出川出今出川

北
須
川

北
須
川

北
須
川
須
川

北
須
川
須須
北
須
川
須
北
須
川

▲光国寺のイチョウ（曲木字仲ノ内）
樹齢１５０年　樹高２５�　胸高周囲３７０�

▲八幡神社のヒノキ（母畑字東）
樹齢４００年　樹高３６�　胸高周囲４６０�

▲高田サクラ（字高田）
樹齢４５０年　樹高１８�　胸高周囲６３０�

▼塩釜神社のアカガシ
樹齢３００年　樹高１５�　胸高周囲３８０�

▼両所神社のスギ（中田字内出）
樹齢５００年　樹高３６�　胸高周囲６７５�

▼中の内のフジ（北山形字中の内）
樹齢３００年　樹高１３�　胸高周囲１３�
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福
島
県
野
生
動
植
物
保
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
阿
部　

武
先
生（
中
野
）と

一
緒
に
石
川
町
の
自
然
と
巨
木
を
巡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ギ
は
八
幡
神
社
の
境
内
の
裏

側
に
あ
る
樹
高　

メ
ー
ト
ル
の
巨
木
で
、

３２

幹
周
４
・
２
メ
ー
ト
ル
と
３
・
９
メ
ー

ト
ル
、
２
本
の
木
が
寄
り
添
う
よ
う
に

立
っ
て
い
ま
す
。
境
内
の
ス
ギ
林
の
下

に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、

シ
ラ
カ
シ
、
ア
オ
キ
な
ど
暖
か
い
地
方

に
生
育
す
る
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
ど
れ
も
葉
の
表
面
に
光
沢
が

あ
り
水
分
の
蒸
発
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、
乾
燥
に
強
い
仲
間
で
す
。

　

暖
か
い
気
候
、
風
土
の
合
致
、
そ
し

て
神
社
の
ご
神
木
と
し
て
尊
ば
れ
大
切

に
さ
れ
て
き
た
巨
木
で
す
。

　

東
渡
神
社
の
境
内
に
は
、
ブ
ナ
、
ス

ギ
の
林
が
あ
り
、
こ
の
地
域
に
発
達
す

る
林
の
代
表
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
林
も
気
候
、
風
土
が
合
致
し
、
地

元
の
人
た
ち
か
ら
守
ら
れ
受
け
継
が
れ

て
き
た
林
で
す
。
元
々
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
ブ
ナ
林
に
ス
ギ
が
植
林
さ
れ
、
定

期
的
な
ス
ギ
の
植
林
と
、
ブ
ナ
の
自
然

派
生
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲スギ林の下には暖かい地方の植物が

　

形
見
字
尾
巻

 
ス
ギ
の
巨
木

  
板
橋
字
沢
古
屋

 
ブ
ナ
と
ス
ギ
の
林

▲足元にはブナの新芽が

▲二本のスギが寄り添うように立ちます（形見字尾巻）

▲ブナを見上げる（板橋字沢古屋）
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石
川
町
に
あ
る
自
然
の
林
は
、
標
高

約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
を
境
に
上
部
に
は

ブ
ナ
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
林
、
下
部

に
は
シ
ラ
カ
シ
が
混
じ
る
コ
ナ
ラ
林
が

発
達
す
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
人
手

が
加
わ
り
現
在
は
、
コ
ナ
ラ
林
や
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
植
林
の
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
１
万
年
前
の
縄
文
時
代
か

ら
、
比
較
的
温
か
い
石
川
町
に
は
多
く

の
人
が
暮
ら
し
、
自
然
林
は
切
り
倒
さ

れ
、
燃
料
の
薪
と
な
り
、
開
墾
さ
れ
て

田
畑
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
見
ら
れ
る
よ
う
な
田
畑
や
林
の
原

型
は
５
０
０
年
前
に
は
出
来
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
林
は
燃
料

　

石
川
町
に
も
、
自
然
林
に
近
い
林
は

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
各
所
に
あ
る

神
社
や
お
寺
の
境
内
、
農
耕
地
な
ど
に

不
適
当
な
急
斜
面
な
ど
は
、
あ
ま
り
人

手
が
入
ら
ず
自
然
林
に
近
い
林
と
な
っ

て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所

に
、
巨
木
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

木
が
巨
木
に
な
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
が
必
要
で
す
。
水
、
空
気
、
気

温
、
風
…
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
混
ざ
り

合
い
、
は
じ
め
て
大
き
く
な
れ
ま
す
。

そ
の
木
に
あ
っ
た
環
境
と
い
う
の
は
、

生
態
系
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
木
は
、
い

つ
か
は
朽
ち
そ
こ
か
ら
ま
た
新
し
い
命

が
芽
吹
き
、
そ
の
木
に
あ
っ
た
循
環
を

繰
り
返
す
の
で
す
。

　石川町には貴重な種や樹木、森林

が数多く残されています。これは先

人が自然を守り育ててきた証で、急

速な開発の中でこれだけ多くのもの

が残されているのはすばらしいこと

です。我々はこれら多くの動植物を

守り、長く子孫に伝えていく責務が

あると思います。目先の利害にとら

われず１００年後、２００年後を見据えた適

切な保護、保存

活動により町民

の共有財産であ

る自然を長く後

世に伝えていく

ことが必要だと

思います。

福島県野生動植物保護アドバイザー

阿部　武さん

林
の
歴
史

残
る
自
然
林

巨
木
に
成
長
す
る
条
件

の
薪
や
肥
料
と
す
る
枯
れ
葉
・
家
畜
の

え
さ
を
と
る
場
所
と
し
て
、　

〜　

年

１０

２０

ご
と
に
伐
採
さ
れ
維
持
さ
れ
て
き
た
里

山
で
す
。

����������������������������

����������������������������
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今
か
ら
約　

年
前
、
農
家
で
は
牛
や
馬
な

４０

ど
を
飼
っ
て
い
て
、
斜
面
な
ど
田
畑
に
な
ら

な
い
場
所
は
、
家
畜
に
与
え
る
採
草
の
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

谷
沢
古
内
の
桜
は
、
そ
ん
な
採
草
場
の
丘

の
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
の
大
き
な
枝
は
、
木
陰
を
作
り
、
周
り

に
は
自
然
石
が
あ
っ
て
こ
し
を
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
、
見
晴
ら
し
の
良
い
丘
は
遠
く
を
眺

め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

４
月
に
は
色
鮮
や
か
で
見
事
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
桜
が
咲
く
頃
、
農
家
で
は
本
格
的

に
始
ま
る
農
繁
期
を
前
に
地
域
住
民
が
集
い
、

宴
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和　

年
ご
ろ
か
ら
、
農

４０

業
も
機
械
化
の
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
兼
業
化

が
進
み
、
農
耕
用
に
飼
養
さ
れ
て
い
た
家
畜
も
手

放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

家
畜
の
採
草
地
と
な
っ
て
い
た
場
所
に
は
、
杉

な
ど
が
植
林
さ
れ
た
り
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
な

く
な
っ
た
場
所
は
、
荒
地
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

林
の
歴
史

古内の桜　谷沢
県道いわき～石川線をいわき方面に向かい右側高台、谷沢古内地内にある樹齢４００年といわれるエドヒガンザク
ラ。ここから眺める景色は美しいふるさとそのものです。
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平
成　

年
か
ら
古
内
の
桜
里
づ
く
り

１８

実
行
委
員
会
（
矢
吹
貢
委
員
長
）
が
桜

周
辺
の
整
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
町
の
補
助
事
業
「
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」。
地
域
に
あ
る

宝
を
見
直
し
、
再
生
整
備
す
る
。
そ
ん

な
中
で
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
「
小

さ
い
頃
か
ら
見
て
い
る
古
内
の
桜
は
ど

う
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、

整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

周
辺
の
下
刈
り
、
駐
車
場
の
整
備
、

ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ
の
設
置
…

　

５
月
に
は
、
中
谷
第
一
小
学
校
「
緑

の
少
年
団
」
の
協
力
に
よ
り
、
の
り
面

に
ピ
ン
ク
や
白
の
シ
バ
サ
ク
ラ
８
０
０

ポ
ッ
ト
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

老
人
ク
ラ
ブ
や
緑
の
少
年
団
が
除
草
作

業
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
活
動
が
始
ま
り
次
々
と
新
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
も
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
桜
を
見
に
来
て
く
れ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、「
昔
か
ら
コ
ン
コ
ン
と
湧

き
出
る
水
を
使
っ
て
、
何
か
特
産
品
を

作
ろ
う
！
」「
丘
を
舞
台
に
見
立
て
て
弁

論
大
会
を
開
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
！
」
実

行
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
や
お

年
寄
り
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
む
、

そ
し
て
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
美
し
さ
、

人
々
の
優
し
さ
、
命
の
尊
さ
を
学
べ
る

場
所
に
し
よ
う
。
尽
き
る
こ
と
の
な
い

夢
、
そ
し
て
行
動
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　
「
一
人
、
ま
た
一
人
と
賛
同
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
か
ら
楽
し
い
」
押
し
付
け

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
あ
る

「
誇
り
」
を
後
世
に
伝
え
た
い
、
そ
ん

な
気
持
ち
の
み
ん
な
が
集
ま
り
活
動
を

続
け
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
見
て
い
た
、
近
隣
の
地

区
で
も
「
う
ち
で
も
あ
の
桜
を
整
備
し

よ
う
」
な
ど
と
言
う
声
が
上
が
り
始
め

ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
、
地
域
の
そ
し

て
も
っ
と
広
範
囲
で
つ
な
が
っ
て
行
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　   古内の桜里づくり実行委員会長　矢吹　貢さん

　昭和３０年、祖父から、この桜の木の下で「この

桜は、容姿も花の色もいい。守っていけ。」と言わ
れました。祖父もその祖父からそう伝えられてい
ました。私はそれを守ってきただけです…。
　古内の桜は、当時、我家の馬や牛に与える草を
採草する丘の上に立っていました。馬や徒歩で御
斎所街道を通る人たちが、足をとめ、桜を眺めな
がら旅の疲れを癒したと言われる名木です。
　時代の流れで、また、この桜が世に出ることに
なりました。みんなで楽しく見てもらいたい。そ
して永年、風雨にさらされ強く生きぬいたこの木
を見て自然や人間の尊さを学んで欲しいと思って
います。

矢
吹
会
長
奥
さ
ん
の
久
子
さ
ん
と

▼

▲子どもからお年寄りまでが一緒に楽しく活動を行う。

みんなに楽しんでもらいたいみんなに楽しんでもらいたい

地
域
一
体
と
な
っ
て

「
夢
は
行
動
へ
」

広
が
る
「
誇
り
」
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大
野
悦
人
さ
ん
が

図
書
費
用
を
寄
付

全
国
中
学
校
体
育
大
会
激
励
会

恒
久
平
和
を
願
い
町
民
平
和
祭

　

8
月
15
日
、
役
場
分
庁
舎
に
あ
る「
平
和
の
像
」を

囲
み
第
12
回
石
川
町
民
平
和
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
町
平
和
の
会　

酒
井
光
巳
代
表
の
あ
い
さ

つ
、
相
楽
す
み
れ
さ
ん
（
石
川
中
3
年
）
・
相
楽
健

史
郎
さ
ん
（
石
川
小
4
年
）
ら
の
代
表
献
花
に
つ
づ

き
、
平
和
の
う
た
ご
え
、
安
島
泰
治
郎
さ
ん
に
よ
る

戦
争
体
験
の
語
り
、
菊
地
隆
夫
さ
ん
に
よ
る
語
り
部

紙
芝
居
、
献
詠
が
披
露
さ
れ
、
中
村
瑞
穂
さ
ん
、
円

谷
梨
花
さ
ん
（
共
に
学
法
石
川
高
2
年
）
が
「
核
兵

器
廃
絶
・
恒
久
平
和
の
町
宣
言
」
を
読
み
上
げ
、
式

祭
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

8
月
10
日
、
町
長
室
で
、
大
野
悦
人
さ
ん（
下
泉
）

よ
り
中
央
公
民
館
図
書
室
整
備
に
伴
う
備
品
及
び
図

書
購
入
費
の
寄
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、「
父
が
生
前
、
本
が
好
き
で
、
そ

れ
を
見
て
育
っ
た
。
成
長
過
程
で
本
が
あ
る
こ
と
は

大
切
だ
、
子
ど
も
さ
ん
へ
良
い
環
境
で
本
を
よ
ん
で

も
ら
い
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
図
書
室
は
、
10
月
下
旬
再
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。

　

8
月
14
日
、
町
長
室
で
平
成
19
年
度
全
国
中
学
校

体
育
大
会
出
場
選
手
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

8
月
20
日
か
ら
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

の
は
、
石
川
中
学
校
か
ら
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
15

名
、
陸
上
の
男
子
1
0
0
Ｍ
へ
芳
賀
大
喜
選
手
、
女

子
8
0
0
Ｍ
へ
鈴
木
千
香
子
選
手
の
17
名
で
す
。
こ

の
日
は
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
鈴
木
悦
子
選
手
ら

が
「
全
力
で
戦
い
ま
す
」
と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
北
大
会
へ
出
場
し
た
陸
上
1
5
0
0

Ｍ
の
水
野
里
美
さ
ん
ら
が
入
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
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大
平
キ
ク
さ
ん
（
塩
ノ
平
）

百
歳
お
め
で
と
う

　

8
月
28
日
、
塩
ノ
平
、
大
平
キ
ク
さ
ん
（
明
治
40

年
8
月
28
日
生
）
が
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
知
事
賀
寿
と
記
念
品
が
県
中
保
健
事

務
所
副
所
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
加
納
町

長
、
石
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
近
藤
隆
会
長
よ
り

賀
寿
の
賞
状
や
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

孫
の
大
平
美
千
代
さ
ん
ら
か
ら
お
祝
い
の
花
束
が
贈

ら
れ
、
長
男
の
大
平
正
慧
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の
励
ま

し
の
言
葉
で
1
0
0
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

子
供
み
こ
し
を

東
北
総
体
自
転
車
競
技
を
開
催

　

8
月
26
日
、
石
川
町
・
浅
川
町
周
回
コ
ー
ス
で
第

34
回
東
北
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、
東
北
各
県
の
代
表
18

チ
ー
ム
90
名
が
、
成
年
男
子
、
少
年
男
子
、
女
子
の

部
門
別
に
参
加
、
残
暑
の
厳
し
い
ロ
ー
ド
で
白
熱
の

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

石
川
町
・
浅
川
町
周
回
コ
ー
ス
は
、
選
手
、
大
会

関
係
者
の
評
判
も
よ
く
こ
れ
か
ら
益
々
、
各
種
大
会

の
開
催
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
ご
声
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
ん
ば
れ
！

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
テ
ニ
ス

　

8
月
27
日
、
町
長
室
で
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

ズ
2
0
0
7
び
わ
湖
大
会
出
場
選
手
激
励
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

9
月
15
日
か
ら
滋
賀
県
彦
根
市
で
行
わ
れ
る
大
会

に
は
、
テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル
ス
へ
根
本
久
美
子
さ
ん

（
沢
井
）
が
出
場
し
ま
す
。
根
本
さ
ん
は
、
実
姉
、

岡
本
恵
美
子
さ
ん
（
白
河
市
）
と
息
の
あ
っ
た
ダ
ブ

ル
ス
を
組
み
、
並
み
居
る
強
豪
を
抑
え
、
県
大
会

で
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
加
納
町
長

よ
り
激
励
金
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
根
本
さ
ん
は

「
ま
ず
は
、
１
回
戦
を
突
破
し
た
い
」
と
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
1
日
、
馬
場
町
集
会
所
で
御
神
輿
修
祓
入
魂

祭
式
と
お
披
露
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
馬
場
町
結
の
会
（
大
竹
進
会
長
）
が
宝
く

じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
住
民
が
自
主
的
に

行
う
活
動
に
助
成
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
利
用
し
、
子
ど
も
神
輿
や
長
胴
太
鼓
な
ど
お
祭
り

用
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
お
祓
い
や
入
魂
な
ど
の
あ
と
、
お
披

露
目
が
行
わ
れ
、
大
竹
会
長
は
「
子
ど
も
に
夢
を
あ

た
え
、
思
い
出
づ
く
り
の
一
助
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町 

い
し
か
わ

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA

氏名：鈴木　　栄　さん（74歳）
　　　　　　久子さん（74歳）
住所：北山字羽貫田

母衣旗まつりを復活させて！

子
ど
も
は
２
人
で
、
孫
が
２
人
で
す
。

栄
　
　

盆
栽
と
観
賞
用
の
菊
を
育
て
る

こ
と
で
す
。

久
子
　

野
菜
作
り
と
手
芸
で
す
。

四
季
折
々
で
楽
し
め
る
母
畑
レ
ー
ク
サ

イ
ド
セ
ン
タ
ー
で
す
。母
衣
旗
ま
つ
り
は
、

ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

商
店
街
な
ど
、街
が
寂
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。ま
た
入
院
で
き
る
病
院
が
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
32
年
4
月
に
結
婚
、専

業
農
家
で
た
ば
こ
、麦
、米
、和
牛
を
生
産

し
ま
し
た
。当
時
は
、畑
が
遠
く
に
あ
っ
た
の
で
背

負
っ
て
収
穫
し
た
も
の
を
苦
労
し
て
運
ん
だ
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。現
在
は
、食
べ
る
だ
け
の
野

菜
な
ど
を
作
り
な
が
ら
、二
人
で
観
光
旅
行
な
ど

を
楽
し
み
、の
ん
び
り
毎
日
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

職業

▲

白河市にある、こどもの園保育園で保育士をし
ています。現在は０歳児の担任をしています。

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですかQ
A 仕事では子どものパワーに負けないようにがんばって
います。趣味は買い物に出かけることです。
将来やってみたいことや夢を聞かせてくださいQ

A 仕事を続けながら、明るく幸せな家庭をもつことです。

佐藤　澄江 さん（23歳）●曲木字新屋敷

将来どんな町になって欲しいですかQ
A 元気で活気のある町。そして優しさのある住みよい町。

最後に理想のタイプはQ
A 相手の人を大切にしてくれる人。また、心が広く一緒
にいると落ち着く人。

▲

次回は、佐藤さんの紹介で円谷浩二さんです。
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▲サークル紹介コーナー

▲

第30回

▲活動風景

　

平
成
2
年
、
公
民
会
主
催
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
教
室
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、

愛
好
会
と
し
て
立
ち
上
げ
、
今
年
で
17

年
目
を
迎
え
ま
す
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で

小
物
や
バ
ッ
ク
、
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

手
先
の
細
か
い
仕
事
で
す
が
、
集
中
で

き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
自
分
で
作
っ

た
作
品
は
、
家
で
使
用
し
た
り
飾
っ
て

お
く
と
、
や
わ
ら
か
く
ほ
の
ぼ
の
と
し

ま
す
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
基
本
的
に
個
人

で
制
作
活
動
を
行
い
ま
す
が
、
月
に
１

度（
第
2
火
曜
日
）集
ま
り
、
情
報
交
換

や
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（3歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　26－2111

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

▲細かい作業で脳も活性化

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
会

山田　凌
りょう

子
こ

ちゃん

「笑顔のかわいいりょうちゃん！
いつまでもお姉ちゃんたちと仲良く元気に育ってね！」

パパ、ママより（王子平）
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
㉓

乗
蓮
寺
の
銅
鐘（
町
指
定
文
化
財
）

下  

泉

　

総
高
1
メ
ー
ト
ル
15
セ
ン
チ
、
口

径
60
セ
ン
チ
。
梵
鐘
銘
に
よ
れ
ば
、

元
禄
10
年（
1
6
9
7
）に
、
下
泉
町

の
鈴
木
庄
右
衛
門
信
利
が
大
施
主
と

な
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
治
工

は
佐
野
の
橋
本
八
右
衛
門
で
あ
り
、

こ
の
と
き
の
住
職
は
中
興
14
世
祐
源

で
あ
り
ま
し
た
。
乗
蓮
寺
は
、
真
言

宗
智
山
派
の
寺
で
、
後
に
石
川
氏
の

祈
願
寺
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
銅
鐘
は
江
戸

時
代
中
期
の
も
の
と
し
て
貴
重

な
も
の
で
す
。

▲

堂
々
と
し
た
姿
で
す

▲

銘
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す

▲本堂左側です

▲長年の跡が

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

　

平
成
19
年
度
石
川
町
中
高
生
国
際
交
流
事
業
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
研
修
は
、7
月
31
日
か
ら
8
月
10
日
ま
で
の

10
泊
11
日
間
町
内
の
中
学
2
年
生
8
名
の
参
加
で
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
8
名
の
研
修
生
は
、出
発
前
の

4
回
の
事
前
学
習
会
で
、英
会
話
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
成

み
ん
な
の

学
習
広
場

学
習
広
場

▲ホームステイを終え別れの朝

果
を
生
か
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
5
泊
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
中
で
、異
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
に
は
、食
事
や
学
校
で
の
授
業
に

日
本
と
の
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が

数
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

言
葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
不

安
や
戸
惑
い
の
あ
っ
た
研
修
生
も
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

終
え
た
時
に
は
、達
成
感
か
ら
か
皆
自
信
に
満
ち
た
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。
研
修
生
は
、こ
の
経
験
を
通
し
て

自
分
な
り
の
課
題
を
見
つ
け
、新
た
な
目
標
の
設
定
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
や
文
化
に
感
動
し
、ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
さ
に
感
激
し
、研
修
生
に
と
っ

て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▲学校での授業体験



介
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保険者証の交換はお済みですか？

★国民健康保険被保険者証の
交換はお済みですか？★

有効期限が平成19年9月30日の保険証は使用
できません。
至急、旧保険証を持参のうえ役場国保係窓口で交換を
お願いします。
なお、旧保険証を紛失された方は、印鑑と身分証明書
（免許証等）を持参のうえおいでください。

○㊫被保険者証の交付を受けている方も交換してくだ
さい。
○遠被保険者証の交付を受けている方は返還してくだ
さい。なお、引き続き被保険者証が必要な方は、役
場国保係窓口で手続きをしてください。
○㊫遠被保険者証の交付を受けている方で、学生の方
は在学証明書を添付してください。（平成19年４月
１日以降提出された方はその必要ありません。）

★保険証を大切に★
国民健康保険被保険者証とは
　国保に加入しているという証明書であり、お医者さ
んにかかるときの受診券の役目をはたすものです。
大切に取り扱いましょう。

○記載内容を確認しましょう。
○急病などに備えて必ず手元に保管しましょう。
○他人に貸したり、借りたりしてはいけません。
○お医者さんにかかるときは必ず提出しましょう。引
き続き診療を受けるときも月が変わったら提出して
ください。

○有効期限が切れたも
のは使えません。

○長期の出張や旅行、
修学などのために保
険証がもう一枚必要
になったときは、申
請により保険証が交
付されます。

介
護
早
分
か
り
ガ
イ
ド
…
④

■保険料の納め方
保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による納付（普通
徴収）があります。

そ
の
２

老齢・退職年金が年額
18万円以上の方

年金からの天引き（特別徴収）
２か月ごと（２月、４月、６月、８月、10月、12月）に支払われる年金から、
支払いごとに、２か月分の保険料が天引きされます。

老齢・退職年金等が年額
18万円未満の方

口座振替、納付書による金融機関への納付（普通徴収）
町の定めた納期ごとに、送付される納付書により金融機関等を通じて納めて
いただくことになります。
納め忘れを防ぐためには、口座振替にすると便利です。

（※年額18万円＝月額１万５千円）

■保険料を滞納するとどうなる？
特別な事情がないのに保険料を滞納していると、滞納期間に応じて次のような給付制限を
受けることになります。
・１年以上滞納すると…
　介護費用をいったん全額自己負担しなければサービスが受けられないようになります。
（申請により後から介護保険給付分（９割）が戻ってきます）。
・１年半以上滞納すると…
　一時的に給付の一部または全部を差し止められます。
・２年以上の滞納があると…
　サービスを利用するときに、未納期間に応じて自己負担が１割から３割に引き上げられ
たり、高額介護サービス費が受けられなくなります。

■どうしても保険料を支払えないときは？
・災害の被災者となってしまったなど特別の理由がある場合
　個々のケースに応じて、一定期間支払いが猶予されたり、保険料の一部もしくは全額が
免除されたりします。ご相談ください。

保険料はどのようになっているの？
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●栄養士からひとこと
　いつでも手軽に使える人参ですが、秋が旬の野菜です。
　カロテンが非常に豊富でビタミンＡには、肝臓の機能を助ける働きがありま
す。油と一緒に食べると吸収率が高まるので炒め物はおすすめですね。

●曲山さんの
　旬を問わず食べることが出来る人参を使って、手軽で簡単な料理です。
人参の甘味だけでも美味しいですが、お砂糖を加えるとさらに甘味がまして
美味しいです。お好みで加えてみてください。ちょっとひと工夫の人参料理。
煮物もいいですが炒めても合いますよ。ぜひ、試してみてください。

人参のごま油炒め

曲山喜久子さん 塩　沢

第31回

介護予防で
いつまでも元気に！

●作り方
① 人参は少し太めの千切りにする。
② 油揚げは縦半分に切って、１㎝幅の細切りにする。
③ 卵はよく溶いておく。
④ フライパンに少量の油をひいてから、ごま油を加えて
①、②とＡを入れて炒める。

⑤ しんなりしてきたら、③を上からかけフタをして卵を
少し固めてから、ほぐすようにして混ぜ炒める。

⑥ 器に盛り出来上がり。

材　

料

人参（千切り）･･････････････････････中２本
油揚げ（１㎝幅切り）･･････････････････ ２枚
卵･･････････････････････････････････ １個
ごま油･･････････････････････････大さじ２
油･･････････････････････････････････適量

しょうゆ
　　みりん･･････････････････････････少々
　　砂糖････････････････････････大さじ２
　　塩･･････････････････････････････少々
　　旨味調味料･･････････････････････少々

▲色鮮やかです

Ａ（

　昨年、介護保険法が改正され、｢要介護状態になることを
予防する｣｢サービスを利用して自分でできることを増やし
ていく｣という考え方が益々重要になってきました。誰でも
「いつまでも自分のことは自分でやりたい！」と思っていた
はずなのに、足腰が弱ってくる、動くのが面倒…という状
態から日常生活が不活発になり、動けなくなってしまうと
いうことが現実にあるのです。
　今年２月に65歳以上の方を対象に｢生活機能検査票｣とい
うアンケートを実施しました。その集計結果では5,107人
の回答者のうち「外出しない」「買い物にいかない」「15分程
度つづけて歩けなくなった」｢この１年間に転倒した｣等、運
動機能関連の項目で不安な方が実に1,109人（約21％）も
いました。不安に思ったときが「頑張りどき」です。どんな
に高齢でも運動することで、筋力や関節の機能は改善が期
待できますので、まずはすこしずつはじめてみませんか？
（＊関節の変形症や炎症がひどいようなときは、運動に適さ
ないこともありますので主治医に相談しましょう）

●横歩き
①背筋を伸ばして両足をそ
ろえてまっすぐ立つ。

②足を前から横に出したり
後ろから横に出し、交差
させながら真横に歩く。
フォークダンスのイメー
ジで。

●つま先立ち
①両足を軽く開いていすから
少し離れて立ち、いすの背
に手をおいて、1、2、3、4で
ゆっくりとかかとを上げる。

②1、2、3、4でゆっくりとかか
とをおろす。
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石 川 町 1 0 ～ 1 1 月 の 主 な 予 定

秋の行政相談週間

ねんきん相談（郡山社会保険事務所）（10：00～）

石川町音楽祭
沢田地区文化祭（～21日）
石川町消防団秋の検閲式
在宅当番医

１歳児健診　　　　　　  （9：30～）
３歳児健診　　　　　　（13：00～）
心配ごと相談　　　　　（10：00～）

在宅当番医

15月
16火
17水
18木
19金
20土

21日

22月
23火
24水
25木

26金
27土
28日
29月
30火
31水

勤労青少年ホーム

共同福祉ホール
沢田中体育館
町民グラウンド
ひらた中央病院

保健センター
保健センター
老人福祉センター

味原医院

10月 ●October

１歳６ヶ月児健診　　　（13：00～）

文化の日
石川町総合文化祭（～４日）
山橋・母畑・中谷・野木沢地区文化祭（～４日）
在宅当番医
在宅当番医

3～4ヶ月児健診・ＢＣＧ（13：00～）
心配ごと相談　　　　　（10：00～）

在宅当番医

6～7ヶ月児教室　　　　  （9：30～）
七五三

1木
2金
3土

4日
5月
6火
7水
8木
9金
10土
11日
12月
13火
14水
15木

保健センター

中央公民館
各地区
ひらた中央病院
ひらた中央病院

保健センター
老人福祉センター

浅川南診療所

保健センター

11月 ●November

町県民税
（３期分）

介護保険料
（４期分）

国民健康保険税
（４期分）

10月25日までに
納めましょう

（平成19年８月１日～８月31日までの届出分　敬称略）

氏　　　名 保　  護  　者 住　所
瀧口　美

み

桜
お

飯島　暢
のぶ

子
こ

斎藤陽
ひ

南
な

子
こ

湯澤　真
まさ

弥
や

瀧口　皓
こう

太
た

（優　翼・　香　）

（　徹　・陽　子）

（幸　樹・久美子）

（真　彦・さやか）

（清　勝・由喜子）

母　畑

形　見

形　見

南山形

母　畑

新  　郎  　新  　婦 （ 出 身 地 ）
有賀　義人（下　泉）・大石　美保（須賀川市）

氏　　　名 住　　　所

坂　本　直　子
小　針　　　一
矢　内　倉一郎
佐　藤　三　郎
中　島　金　壽
阿　部　辰　一
鈴　木　可　元
山　田　春　一
瀬　谷　　　正
板　橋　友　一
木　戸　ハ　ル
山　崎　千　代
石　森　シツ子

当　町
谷　沢
南山形
北　町
沢　井
古　舘
中　田
王子平
中　田
板　橋
沢　井
中　野
母　畑



編集後記
　今回の特集では、たくさんの皆さん
にお世話になりました。この場をお借
りして御礼申し上げたいと思います。
本当にありがとうございました。皆さ
んはそれぞれの形で、自然そして地域
を愛していると実感することが出来ま
した。そして阿部武先生の言葉で「石
川町にあるすばらしい自然は、豊かな
自然の中に溶け込んでしまっている」
この言葉が心に残りました。この大い
なる自然は、私たち、そして未来の宝
物です。

（吉田知克）

小野間希歩さん 6年

緑あふれる希望ヶ丘に見守られている野木沢小学校。
そんな私の学校の自然の豊かさをテーマに、この絵をかきました。

中塚　大博さん

「なかよしかめとクマノミ」

3年

カメやクマノミといっしょに海の中で遊んでいます。
とっても楽しくて、にこにこしながら泳いでいます。

近内　里衣さん

「かなちょろとたんけん」

「私の学校」

2年

大すきなかなちょろとたんけんしているところです。
かなちょろからおちないようにしっかりつかまっています。
みんなとってもよろこんでいます

山地の木陰に生える多年草。茎は細くて硬く、
高さ１０～８０ｃｍで直立～斜立。若草は食用、
根茎は薬用となる。　

（写真提供／関根政信さん）

　第二保育所に通う片野純（じゅん）ちゃん祖父の
三原幸平さん、祖母の貞子さんです。

表紙の 登場人物

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

オケラ（キク科） 町の人口

１８，444人（△23）

（  ）内前月比

●9月1日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8，997人（△13）
９，447人（△10）
５，712戸（－  1）

第247回

野木沢
小学校

【施設紹介】　「のびのび・きらきら・さわやか・わくわ
く」を合い言葉に１３４名の野小っ子は毎日元気いっ
ぱい、学校生活を送っています。みんなが大好きな
場所は、校庭にある希望ヶ丘です。緑豊かな自然と
笑顔あふれる子どもたちが野木沢小の自慢です。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう
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